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夏のイベントライブを前に、11月発売予定のシングルのレコ
ーディングと『青い空』のプロモーションと超多忙な毎日を
過ごす岸田君から出た言葉。『青い空』が抜群のデキだ
けにぜひとも売りたい！との一心から出てきた超
前向きな言葉かとスタッフ一同感激していた
のだが、実は卒業をかけた試験で京都へ
帰らなければいけないので、その旅費
を浮かせたかったがために出てき
た言葉だったという（笑）楽屋

落ちでした。

カセット持って
　　お店回りますよ



目差せ山崎隆三～孤高の2番打者をめざして 99年夏～

　最初に岸田君の入った打席の球速は130Km。もちろんプロで言えば決して速い
球とは言えないが、なかなかこれほどのスピードを出す草野球投手もなかなかい
ないだろう。しかもその速球を低めにビシビシと決めてくるのだから、なかなかに
手強い相手だ。岸田君は案の定、最初の打席はほとんどヒット性の当たりは出ず、
空振りばかり。球に当たったと思ってもあからさまにファールとわかる当たり。空
振り空振りファール空振りチップ。かなり振り遅れている。フェアグラウンドに飛ん
だ当たりもファーストゴロ、ショートゴロにしか見えない。これではいけないと思っ
たのか、今度はバットを短いものに持ち換えてはみるが、空振り。続いてファール。
やはりヒット性の当たりは出ず。また空振り。しかしチップ、ファールとタイミング
は徐々に合いつつある。空振りを交えつつも徐々にタイミングが合ってくる感触
を得たかと思ったところに自打球……。
　自打球にもかまわず、再び打席に入る。今度は当てるバッティングを心がける岸
田君。ファール、ファーストゴロ。確実にバットには当てるものの体力がすでにバ
テバテ。だいぶタイミングがつかめてきたかと思うと、ちょっと振り遅れ。前に打
球が飛ぶようになったかと思うといきなりエネルギーが切れてしまい、空振り空
振り空振り。で、また快音が聞かれなくなってしまった。
　そこでちょっと休憩を挿み、再び岸田君はバッターボックスへ。空振り空振り。
変化しているわけではないが低めのいいところに速球が次々と決まってくる。岸
田君は眼鏡に指を当てて球種を凝らす。すでに4打席目を迎えたにもかかわらず、
今だにヒット性の当たり出ないことへの焦りが感じられる。しかし無常にもバット
は空を切る。空振り。低め低めに来たかと思うと今度はいきなり高めへ配球して
くる。嫌なタイプのピッチングマシーンだ。しかも投げるテンポが微妙に悪く、な
かなかタイミングが取り辛い。しかし、そんなピッチングマシーンの配球を読んだ
のか岸田君、高めの球をシャープにピッチャー返し。そのヒット性の当たり1本を除
ければ、今回もピッチングマシーンにしてやられた感は強かったが、岸田君の振り
自体は次第に鋭くなってきていて、次の打席を期待させるものがある。ただ気掛
かりなのは、再び当たった自打球（笑）の後遺症くらいか。
　食事休憩で一時、バッティングセンターを離れる。その際に「まだ、起きたてや
し（笑）」と半ば言い訳とも取れる言葉（笑）で前置きしながら今日前半のバッティ
ングの組み立てを語ってくれた。
「最初にやったのは3番用。それから2番用に変えて、全然（球が前に）飛ばへんし、
一番最後に代打用を（笑）。高橋型やって、そん次に土橋型やってて。その次に金
森型のバッティングに変えたところ」

　再びバッティングセンターに戻ると今度は別の打席に立った。やはりさっきの球
は速すぎたのだろうか。115kmで左打席。「全然アカン。スイッチヒッターやのに
（笑）」という声も聞こえてくるが、さっきよりもやはり全然当たっている。もちろ
ん空振りもするが全然余裕が違う。足でタイミングをとったり、長仕打ちを決めた
り。ピッチャー返しも問題なく、確実に前に飛ばしている。スイッチヒッターも夢じ
ゃないかもしれない。ちなみに今のバッティングは7番用とのこと。
　続いて打席を替えると、今度は右打席でバスターの練習。普通にヒッティングを
したかと思えば今度は左打席にスイッチ。左で打つようになってから空振りも減っ
てきている。ボールが見えてきたたのだろうか。ヒット性の当たりもチラホラ。3番
用のバッティングも再び登場している。
　「オレは長打の打てる人ではないので、基本的にセンター返しを狙っていって
るんですけれど、右打席に立つとたぶん悪い癖があるんですよ。センター返しを
しようと思ってちょっとバットを高く構え過ぎて、ちょっと振り遅れてるところがあ
るんですよ。高橋打法（笑）なんですけど、それで右上の力があればうまく飛ばせ
るんでしょうけど、オレこっち側ないから、逆にオレ左の方があると思うんですよね。
だから思うようにはなかなか飛ばへん。ショートゴロ、サードゴロが多くなる」
　右打ちに関してはそんな自己反省を含めつつ、分析している。ただ本来なら得
意ではないはず左打席が確実に球を捕えていることに関しては「とりあえずミー
トミートミート（笑）」を心がけているからだという。「ホームラン打とうとは思っ
てないんで（笑）」。
　再び最初の130kmのところに戻ると、まずは右バッターボックスから。空振りも
あるが当てていっている。ちょっと腰が引けてる、前のりというか振る時に後ろ側
に反った形で肘がちょっと伸び切ってないところで長打が狙えない感じもするが、
3球に1球は前に飛ばしている。しばらくすると打席を変更。体力の問題でシャー
プさがなくなってきてるがいい感じに球を弾き返している。センター前ヒットかと
思う当たりも飛び出してきている。が、岸田君、君、自打球多いよ（笑）。
　今度はバントにチャレンジ。バッティングセンターで何やってんねんって感じも
するのだが、コレが意外に難しい。なかなか成功しない。痺れを切らしヒッティン
グに変えたり、見逃したり（？）、色々試みるもうまくはいかない。ということで再び
ヒッティングへ。そこでハプニング。自分のバットで自分の足を打ってしまったよう
だ。「痛い痛い」と岸田君。しかし自打球の多さといい自分に乱暴な野球をするな
あ。そんな負傷をこらえて見事な流し打ちを披露し、今日のメニューは幕を閉じた
のだった。

ダイエーがまさかの首位を独走し、阪神が中日と熾烈な首位争い。世紀末な展開を予感させたプロ野球もオールスターを開けてみると、ダイエーも首位
とは言えども西武とオリックスにジリジリとその差を詰め寄られ、お約束通り阪神は連敗に連敗を重ね最下位と肩を並べている状況。その最下位はという
と岸田君のごひいきチーム広島だったりもするのだが……。それでも野球は熱い。巨人上原の頑張りや西武の松坂フィーバーも手伝って、阪神が最下位
になろうともこの盛り上がりは止まらない。そんな盛り上がりに触発されてか、大塚にあるバッティングセンターでバットを振る岸田君をつかまえた。

●今日の感想を聞きたいんだけど、なんか右よりも左打席の
方が調子よかったね。
岸田：右は力入りすぎんねやわ。それで振り遅れてんねや。
左は空振りせいへんかったら割と芯に当たってるのは当たっ
てるからなあ。
●いい感じで返りよるからなあ。
岸田：オレ、左打者やわ。
●はははは。右で力をセーブすればいいんとちゃうかって話
もあるけどな。
岸田：もともとスイッチヒッター志望やったからな（笑）。でも、
左でバッティングセンターで打ったんて今回で2回目やで。

●そうなんや。素振りとかはやってたん？
岸田：あんまり。レコーディング中とか（笑）プラスチックバッ
トで。でもあれくらいのスピードで振れたらいいのにね。
●それやったら芯に当てれなくなるんちゃう？
岸田：そうかもしれへんね。だから木のバットの方が絶対い
いわ、金属バットはどうも苦手や。
●やっぱプロを目指すとなるとな（笑）。
岸田：そうそうそうそう。木のバットやないと。折れるぐらい
やないと。
●どう終わった感想は？
岸田：いやあ、2時間もやるもんやないね（笑）。

●手の皮ができてへんもんな。
岸田：そうそうそう。手が垢だらけや（笑）。
●それだけやる分の体力もないし。
岸田：そうそうそう。でもね、オレは左バッターやっていうこと
がわかった。たぶん、オレ鍛えれば左でやっていける。
●マジで結構いけそう。まだ2回目やのにあれだけ打てれば
ね。
岸田：アマチュアでなかなかあれくらいの球を放るやつはお
れへんから、打てるでしょ、もっと。オレはスイッチヒッターと
しての素質は十分や。で、空振りはオレたぶん少ない。
●チップは結構してたな。最初はでも結構空振りしてたで。

岸田：最初は慣れてへんもん。後は足の速さを活かすだけ。
●自分、足速いの？
岸田：速いよ、オレ。すっごい速いよ。50m最盛期は6秒6や
もん。100m12秒9。でも、とりあえず2割8分は目指したい
なあ。
●今はちょっと厳しそうやな（笑）。
岸田：う～ん、いって2割3分やな。でもピッチャー心理を読み
ながらいくから。
●今、オレの読みでは1割5分くらいやと思うねんけど（笑）。
まあ、相手にもよるけどな。
岸田：こんな球放られたらそらもう完封されるわ（笑）。



Erpland / OZRIC TENTACLES
このバンド狂ってます。何が狂ってるかと言うと全て狂ってます、テク
ニックとか曲の良さとか時代性とか。これを両手を挙げてカッコエーと
叫ぶひとはそんなにおられないと思いますが、ワタクシ的にはちょっと
でも親しい人には全員聴けと言ってます。基本的にピンクフロイド～カ
ン、グルグル的音触りですが深層に見えるはEL＆Pやイエス初期のテ
クニカル感にエイジアとか果てはドリームシアターのようなゲロ吐き
そうなうさん臭さをチラリズムで感じつつ、今っぽいのは全編に流れる
トータスあたりの感触やテクノ耳OKなプロダクション。でも、本人達は
多分意図的なたくらみはなさそう。我々くるりもこのバンドそっくりの
曲を作って、ライブでも演ってるんですけど、そこで思うのは殆どのプ
ログレ（ラッシュとかを除いて）は実はただのサイケデリックロックだっ
たりして、実はかなりポップだったりダンサブルだったり音響派だったり
するので、テクノやサイケやポストロック系が好きな人はこのバンドと
かフロイドとかカン、ノイあたりをチェキナしてみてはどうでしょう。（岸
田）

The Soft Bulletin / THE FLAMING LIPS
久しぶりに僕の趣味全開で好きなアルバムです。フレーミングリップス
って結構キャリア長くて、前作はコーネリアスもびっくりの4枚同時聴き
作品やったりするんですけど、そんな偏屈な部分もすべてひっくるめて
このアルバムは精神を揺らしてきますね。一聴した時はマーキュリー
レヴの友達って感じやったんですけど、それっぽくサイケで、しかもグ
ルーヴがスゴイロックなので、聴いててワクワクというか幸せな気分に
なってくるんですよ。すごいたくさんの音が入ってるんですけどメッチ
ャポップで、全部の音がすべて聞こえてくる感じ。そしてすごい意味を
持ってる。僕は聴いてて、バスドラの音が心臓の音に聞こえたりしまし
たね。ほんですごい良い気分になって、久しぶりにどんなこと歌ってん
ねやろと思って歌詞カード見たら、本人は頭とか脳に興味あるらしくて
よくわからんかったりするんですけど、すごい感動的に思えました。と
にかく幸せになれる音楽な気がします。（佐藤）

Live at leeds / THE WHO
このアルバムはフーが1970年にリーズ大学で行ったライブの模様を収
録したもんやねん。でも、こん時のライブではメンバーはかなりいっち
ゃってます。特にドラムのキース・ムーンとギターのピート・タウンゼン
ト。キースとピートとの絡みはほんまに絶妙!! ライブならではの駆け引
きというか、うん、そうきたか、ならばこっちはもっと行っちゃうぞ、みた
いなね。もう、カッコいいっす！  熱いっす！ 数あるライヴ盤の中でもか
なりオススメですな。もともとライヴ・パフォーマンスなんかにも定評
のある彼らやけど、こうやってライヴ盤を聴いてるとほんま、CDから出
てくる音から、やってるテンションがよけいにビンビン響いてくる。
しかも彼らのスゲエところは、これだけテンションが高いのに、スゲエ
音楽的っていうか、おいしいところを心得てるっていうか。ほんまにカ
ッコええよ。（森）

岸田：今回のシングルはオレん中ではピクシーズ・

ミーツ・バッドレリジョン÷レディオヘッドって感じ

なんですけど。

瀬上：ピクシーズとか好きですか？

岸田：そんなすごい聴いてたわけではないんです

けど、ピクシーズはオレは『ボサノヴァ』とベスト

盤みたいなのしか持ってなくて。でもああいう感

じって結構好きなん

ですよ。でも、ピクシ

ーズの人がやめてか

らやってるバンドあ

るでしょ。

瀬上：フランク・ブラ

ック。

岸田：あれは大嫌い

（笑）。

瀬上：姉ちゃんのやっ

てるバンドはよかっ

たですよ、ブリーダ

ーズ。

岸田：ええ。オレ、洋

楽担当の人に会う度

に聞いてるんですけど、アメリカのシンガーソン

グライターでウィリー・ウィッセリーって知ってます？

瀬上：知ってる知ってる。

岸田：あれ、ムチャムチャようないですか？

瀬上：2枚目メチャクチャよかった。

岸田：オレは1枚目の方が好きなんですけど。

瀬上：最後の方に入ってる曲がむちゃくちゃ好き

なんですよ。

岸田：チャランチャランチャ～ン、ダカダ～ン。

瀬上：ちょっと違うかな（笑）。でも、あれはウチの

店では結構売れたんですよ。

岸田：あれはもっと押しましょうよ。オレ、ウィリー・

ウィッセリー御存知の方って会ったん始めてです

よ（笑）。詳しそうな音楽ライターの人とかにも

聞くんですけど、みんな知らんって。でも、あれ

は聴くべきですよ。

瀬上：あれ全部自分で演奏やってるんですか？

岸田：いや、なんか

バックのミュージシ

ャンはいるみたいな

んですけどね。ジャ

ケ見てたらプロデュ

ースド・バイ・ウィリ

ー・ウィッセリー＆ジ

ョン・ストロベリーフ

ィールズっていう

（笑）、非常にうさん

臭い名前が出てき

て。でも、なんであ

れが売れへんのか

なあ。

瀬上：でも、日本盤

が出るみたいですよ。

岸田：マジで。でもムッチャいいですよ。ああい

うのにオレ弱いんですよ。

瀬上：あれ、知ってます？ケヴィンなんとかってい

う……いや違う、カイルなんとか。

岸田：カイリーミノーグやなくて（笑）。

瀬上：カイリーちゃんは大好きなんですけど（笑）、

そうじゃなくて、カイルなんとかっていう人がす

ごくよくて。

岸田：じゃあ、帰りに買うて行きますわ。

今回は始めて洋楽担当の方とこんにちわ。HMV池袋店の瀬上健さん
です。『青い空』についてのトークのつもりが洋楽の話に早変わり。ア
レがよかったコレがよかった、そんな話ほんの一部をお届けします。

ディスク・レビューくるりの「お店の人とこんにちは」



ご無沙汰しております、岸田です。

東京の皆さんはもうお気付きのことかと思いますが、

世田谷線の新車。何あれ。アホちゃう。安物臭～いピカ

ピカのバスみたいな車体には何とサザエさんのイラス

トが……。

馬鹿野郎～！　電車に絵描くな、ボケ。

今後5ケ年計画で、全部そのカッコ悪すぎ電車に置き換

える計画らしいです。

世田谷線と言えば、昭和10年代の半鋼製電車（床なん

て木！）がチョコチョ

コ走る最高にノスタ

ルジックな路線。車

内に乗り込めば木の

ニスの渋～い香り、

そして心地良い振動、

冷房などもちろんな

いので開け放した窓からさわやかなそよ風が扇風機の

風に混ざって涼感満点ときたものだ。

冷房車、安物車、ステンレスカーが当り前となった今日、

こんな電車は地方私鉄にも残り少ないのだ。東急はこ

んなご時世にボロ電を修理しつつ現役で走らせている

のは本当に立派だと思っていたものです。

もちろん時代の流れは仕方ないのですが、せめてもう

一工夫すべきでしょう。あれはマズすぎる、本当にマズ

すぎる。

雨の日やラッシュ時はともかく、電車に冷房は必要ない

と思うんですけど。窓開けて、扇風機（ファンデリアも

ね　）廻しとけば、心地良い涼感を得られるはず……。

あと床とか窓枠とか、木の暖かみが残る電車やバスが

絶滅しかかっているのが非常に残念。残り数年……と

りあえず頑張れ、世田谷線70型、80型、150型！　そし

てあんなもん作んな300計型!!

どうもお久しぶりです。

みなさん、いかがお過

ごしでしょうか？　現在、

8月に入ったばかりな

んですけど、暑いです。

夏です。みなさん、夏

はお好きでしょうか？

僕は、嫌いじゃありま

せん。好きって言わないのは夜、暑くて眠れない時が

あるからです。でも今、初めて東京で夏を過ごしている

んですけど、京都より夜が涼しいです。クーラーなくて

も眠れます。でも暑い。閉めきったアパートの部屋に夕

方帰ってくる時とかゾッとしますね。今年って特に暑い

らしいですよ。でも暑いのは夏だけなのでLet'sエンジ

ョイって感じです。

　さて夏“サマー”と言えば、やっぱり海でしょう。海に

行くしかないでしょう。僕は大学の頃、サーファーじゃ

なかったんですけど毎年日本海の久美浜とか小浜とか

天橋立付近に遊びに行ってたんですよ。大学生で車の

免許とかあったし、ふいに夜中に友達4人ぐらいで3時

間ぐ�あいかけて小浜とか行ったら、夜中の2時頃やの

に女の子3人ぐらいで花火してて、なぜか友達になった

り、なぜか男ばっかりで夜中の海遊館に5回ほど行った

りもしました。もうサマーと海は切っても切れない仲な

んですね。そんな海の中で一番好きなシークレットス

ポットが久美浜にあるんですよ。久美浜って京都の市

内から車飛ばして2時間半くらいなんですけど、そこの

500mくらいの浜がある所に貸ボート屋さんがあるんで、

まずボートを借りて、ボートで1Kmほど漕いでいった

所に20mくらいの岩に囲まれた小さな浜があるんです。

5000円ほど払ってボートを借りるだけで、そこはもう

プライベートビーチでございます。海水はきれいやし、

小魚も糸と針とエサがあれば入れ食いやし、ムラサキ

やけどウニもいるし、大きな浜から結構離れてるからノ

ーパンで泳いでもOKやし、もうパラダイスなスポット

です。あー行きてー。みなさんも暇ならそんなスポット

を探してみましょう。見つかるとうれしいですよ。それ

では。あー髪切りてー。

久しぶり！ くるりのどらむすここと森信行です。8月は

北海道～九州まで日本各地を廻るイベントツアーで大

忙しの毎日です。そんなわけで今号でも皆さんの熱い

ご要望に応えて『日本全国うまいもん探しPart 2』をお

届けしましょう。

前号では四国、九州のうまいもんを紹介したので、今回

はもうちょっと北の方を攻めてみようかな。

◎北海道……もうちょっと北の方とか言って、いきなり

最北端ですが（笑）。北海道と言えば、ほんまにおいし

いもんのお宝庫やね。そんな中で僕が忘れられへんの

が、市場で食べたイクラ丼。丼ぶりの蓋を開けるとご飯

が見えへんくらいのイクラ、イクラ、イクラ!! イクラっ

て油っぽいイメージがあるけど、新鮮なやつを食うたら

考え変わるよ。あっさりというかすごい上品な味。なん

ぼでも食える気がしたもんね。それから空港でお土産

で買った六花亭のバターサンドはうまかった。ただ、か

なりカロリー高めって感じやけどね（笑）。そこがまた

いいんですけど。

◎北陸地方……この地方の人は活きのいい魚のこと

を「きときとの魚」って言うねんけど、その言葉通り、ほ

んまに魚がうまい!! 特に石川で食べた「がんぞ」って

いう魚は最高やった。この魚は成長していくと名前が

変わる出世魚で、いわゆる「はまち」と呼ばれる前の段

階がこの「がんぞ」っていう名前なんやって。それから、

新潟では日本酒が最高やった。“久保田”と“天狗舞”

っていうお酒が、ほんまおいしかった。フルーティでワ

インに近い喉ごしやったね。あと、駅で買った“コシヒ

カリアイス”。これはほんま、アイデアの勝利。アイスに

入った米粒の甘さがバニラとうまく絡み合って、独特の

食感を醸し出してる。よ

くぞ考えつきましたって

感じやね。まだまだ紹介

したいもんはいっぱいあ

るんやけど、今回はこの

辺で。またね。モックンで

した。

●くるりの御三方が自分で自分に「イカス」「最高じゃい」「し
びれるのう……」と思う瞬間があったら教えてくださいです。
（福岡市　ランバダ（株））
岸田：道路のミラーにななめに映る時、流し目をする。
佐藤：目覚まし時計の鳴る1分前ぐらいに起きた時。
森：生たまご割って黄身が双子やった時。
●もし自分の家で動物を飼うとしたらどんな動物にしますか？
そして名前は何と付けますか？（福岡県宗像郡　森誠子）
岸田：今度こそはキンカジュウかジャコウネコかアオキノボリ
ヘビを飼いたい。名前はミーニゃん。
佐藤：犬 or 猫。名前はフローレンス or 太郎。
森：まめしば（柴犬）で名前はダニエル（呼ぶ時はダニー）。
●鞄にいつも入ってる必需品を教えてください。（札幌市　
岡崎安紀　16歳）

岸田：ゴミとか紙くず。ディスクマン。
佐藤：ディスクマンとMDウォークマンと保険証と免許証。
森：鼻血カッター。
●キン肉マンで好きなキャラクターは誰ですか？ ちなみに
私はモンゴルマンです。ラーメンマンそのものなのに誰も
気付かないバカらしさ。ゆでたまご最高!! （札幌市　松浦園
　20歳）
岸田：ミスター・カーメンですね。やっぱり血吸う所が好き♡
あと、アモイマン（モアイマン？）。ニセ・ロビンマスクになっ
た所がおまぬけ。
佐藤：シシカバブー。
森：パッと思い付いたのはベンキマンかな。カレークックい
うのもあったね。

読者からの素朴な疑問に答えるこのコーナー。お陰様で質問もジャンジャン来てます。おまけにその質問
にもいろいろ創意工夫が見られておもしろいです。今回はその中から4名が採用。

岸田繁の「各停で行きましょう」

モッくんの「二度は言わんぞ!!」
読者の穴

佐藤征史の「大学生日記」

宛先：東京都渋谷区富ケ谷1-43-2 EDIH富ヶ谷5F

株式会社バッドニュース　くるり新聞「ミンチー」読者の穴係

●今回はなんと言ってもコレ。今年はフジロックに出ました。ニューカマーステージとい
う会場外れの小さなステージながら、たくさんのお客さんが集まって来てくれて、くるり
の3人も大喜びでした。この日は超変則的なフジロック用ステージで持ち時間の45分に
対して、4曲のみ。新曲のインストから『東京』のロングバージョン、『ガロン』。そして『尼
崎の魚』のスローバージョンへ。会場も大盛り上がりでダイブをする客も出ました。
●ファンクラブ会員は常に募集しています。が、まだ入ってない方はお早めに。入るとい
いことたくさん。入会案内書を希望の方は80円切手を同封の上、以下の住所までお送
りください。〒150-0043 東京都渋谷区道玄坂1-13-5 MST渋谷3F（株）バッドニュー
ス内 くるりファンクラブ 入会案内書希望係


